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Cisco Secure Firewall ASDM 7.20(x)リリースノート
このドキュメントには、 Cisco Secure Firewall ASA対応の ASDMバージョン 7.20(x)のリリー
ス情報が記載されています。

ASA 9.20(1)は、Cisco Secure Firewall 4200でのみサポートされます。以降のリリースは、他の
モデルでサポートされます。

（注）

特記事項

• ASAバージョン 9.20(1)は、Cisco Secure Firewall 4200のみをサポートします。ASDM
7.20(1)は、9.20(1)上のCisco Secure Firewall 4200をサポートしますが、他のプラットフォー
ム上の以前のリリースとも下位互換性があります。

• ASDMの自己署名証明書は、ASAとの日時の不一致により無効になります。ASDMは自
己署名 SSL証明書を検証し、ASAの日付が証明書の [発行日（Issued On）]と [有効期限
（Expires On）]の日付の範囲内にない場合は起動しません。詳細については、ASDMの
互換性に関する注意事項（2ページ）を参照してください。

システム要件

ASDMには、4コア以上の CPUを搭載したコンピュータが必要です。コア数が少ないと、メ
モリ使用量が高くなる可能性があります。

ASDM Javaの要件
ASDMは、Oracle JRE 8.0（asdm-version.bin）またはOpenJRE 1.8.x（asdm-openjre-version.bin）
を使用してインストールできます。
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ASDMは Linuxではテストされていません。（注）

表 1 : ASDMオペレーティングシステムとブラウザの要件

OpenJREOracle JREブラウザオペレーティングシステム

ChromeSafariFirefox

1.8

Windows
7また
は 10
（32
ビッ

ト）の

サポー

トなし

（注）

8.0バージョン
8u261以降

対応サポー

トなし

対応Microsoft Windows（英語および日本語）：

• 11

• 10

ASDMショートカットに問題が
ある場合は、ASDMの互換性に
関する注意事項（2ページ）の
「Windows 10」を参照してくだ
さい。

（注）

• 8

• 7

• Server 2016と Server 2019

• Server 2012 R2

• Server 2012

• Server 2008

1.88.0バージョン
8u261以降

対応（64
ビット

バージョ

ンのみ）

対応対応Apple OS X 10.4以降

ASDMの互換性に関する注意事項
次の表に、ASDMの互換性に関する警告を示します。
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注意条件

ASAとの日時の不一致により、
自己署名証明書が無効になります
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注意条件

ASDMは自己署名 SSL証明書を検証し、ASAの日付が証明書の [発行日（Issued
On）]と [有効期限（Expires On）]の日付の範囲内にない場合は起動しません。日
時が一致しない場合は、次のエラーが表示されます。

図 1 :証明書が無効です

この問題を解決するには、ASAで正しい時刻を設定し、リロードします。

証明書の日付を確認するには、次の手順を実行します（例は Chrome）。

1. https://device_ipに移動します。

2. メニューバーの [安全ではない（Not secure）]テキストをクリックします。

3. [証明書が無効です（Certificate is not valid）]をクリックして、証明書ビュー
アを開きます。

4. [有効期間（Validity Period）]をオンにします。

図 2 :証明書ビューア
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注意条件

場合によっては、Windowsユーザーの Active Directory設定によって、Windowsで
ASDMを正常に起動するために必要なプログラムファイルの場所へのアクセスが
制限されることがあります。次のディレクトリへのアクセスが必要です。

•デスクトップフォルダ

• C:\Windows\System32C:\Users\<username>\.asdm

• C:\Program Files (x86)\Cisco Systems

Active Directoryがディレクトリアクセスを制限している場合は、Active Directory
管理者にアクセスを要求する必要があります。

WindowsActive Directoryディレク
トリアクセス
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注意条件

「このアプリはお使いのPCでは実行できません（This app can't run on your PC）」
エラーメッセージ。

ASDMランチャをインストールすると、Windows 10によってASDMショートカッ
トターゲットがWindows Scripting Hostパスに置き換えられて、このエラーが発生
することがあります。ショートカットターゲットを修正するには、次の手順を実行

します。

1. [スタート（Start）] > [Cisco ASDM-IDMランチャー（Cisco ASDM-IDM
Launcher）]を選択し、[Cisco ASDM-IDMランチャー（Cisco ASDM-IDM
Launcher）]アプリケーションを右クリックします。

2. [その他（More）] > [ファイルの場所を開く（Open file location）]を選択しま
す。

Windowsは、ショートカットアイコンを使用してディレクトリを開きます。

3. ショートカットアイコンを右クリックして、[プロパティ（Properties）]を選択
します。

4. [リンク先（Target）]を次のように変更します。

C:\Windows\System32\wscript.exe invisible.vbs run.bat

5. [OK（OK）]をクリックします。

Windows 10

OS Xでは、ASDMの初回実行時に、Javaのインストールを要求される場合があり
ます。必要に応じて、プロンプトに従います。インストールの完了後に ASDMが
起動します。

OS X
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注意条件

ASDMはApple Developer IDで署名されていないため、実行できるようにする必要
があります。セキュリティの設定を変更しないと、エラー画面が表示されます。

1. ASDMを実行できるようにするには、[Cisco ASDM-IDMランチャー（Cisco
ASDM-IDM Launcher）]アイコンを右クリック（または Ctrlキーを押しながら
クリック）して、[開く（Open）]を選択します。

2. 同様のエラー画面が表示されますが、この画面から ASDMを起動できます。
[開く（Open）]をクリックします。ASDM-IDMランチャが起動します。

OS X 10.8以降
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注意条件

ASDMでは、ASAに SSL接続する必要があります。シスコが提供している 3DES
ライセンスを要求できます。

1. www.cisco.com/go/license [英語]にアクセスします。

2. [製品ライセンスの登録を続行（Continue to Product License Registration）]をク
リックします。

3. ライセンシングポータルで、テキストフィールドの横にある [その他のライセ
ンスの取得（Get Other Licenses）]をクリックします。

4. ドロップダウンリストから、[IPS、暗号、その他...（IPS, Crypto, Other...）]を
選択します。

5. [キーワードで検索（Search by Keyword）]フィールドに「ASA」と入力しま
す。

6. [製品（Product）]リストで [Cisco ASA 3DES/AES License]を選択し、[Next]を
クリックします。

7. ASAのシリアル番号を入力し、プロンプトに従って ASAの 3DES/AESライセ
ンスを要求します。

ASAでは強力な暗号化ライセン
ス（3DES/AES）が必要

スマートライセンス

モデルを使用する

と、強力な暗号化ラ

イセンスを使用せず

に ASDMでの最初の
アクセスが可能にな

ります。

（注）

ASAが自己署名証明書または信頼できない証明書を使用する場合、FirefoxとSafari
では、IPv6を介したHTTPSを使用して参照する場合にはセキュリティ例外を追加
することはできません。https://bugzilla.mozilla.org/show_bug.cgi?id=633001 [英語]を
参照してください。この警告は、Firefoxまたは Safariから ASAに発信されるすべ
ての SSL接続に影響します（ASDM接続を含む）。この警告を回避するには、信
頼できる認証局が ASAに対して発行した適切な証明書を設定します。

•自己署名証明書または信頼で
きない証明書

• IPv6

• Firefoxおよび Safari

RC4-MD5および RC4-SHA1アルゴリズム（これらのアルゴリズムはデフォルトで
イネーブル）の両方を除外するためにASAのSSL暗号化を変更した場合、Chrome
の「SSL false start」機能のためにChromeはASDMを起動できません。これらのア
ルゴリズムのいずれかを再度有効にすることを推奨します（[設定
（Configuration）]> [デバイス管理（Device Management）]> [詳細（Advanced）]>
[SSL設定（SSL Settings）]ペインを参照）。または、「Run Chromium with flags」
に従って --disable-ssl-false-startフラグを使用して Chromeの SSL false startを無効
にできます。

• ASAで SSL暗号化を行うに
は、RC4-MD5と RC4-SHA1
を両方とも含めるか、Chrome
で SSL false startを無効にす
る必要があります。

• Chrome

ASDMのアイデンティティ証明書のインストール
Java 7 Update 51以降を使用する場合、ASDMランチャには信頼できる証明書が必要です。証
明書の要件は、自己署名付きの ID証明書をインストールすることによって簡単に満たすこと
ができます。証明書をインストールするまで、Java Web Startを使用して ASDMを起動するこ
とができます。
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ASDMと一緒に使用するために ASAに自己署名アイデンティティ証明書をインストールした
り、証明書を Javaに登録したりするには、『Install an Identity Certificate for ASDM』[英語]を参
照してください。

ASDMコンフィギュレーションメモリの増大
ASDMでサポートされる最大設定サイズは 512 KBです。このサイズを超えると、パフォーマ
ンスの問題が生じることがあります。たとえば、コンフィギュレーションのロード時には、完

了したコンフィギュレーションの割合がステータスダイアログボックスに表示されます。この

とき、サイズの大きいコンフィギュレーションでは、ASDMによってまだコンフィギュレー
ションの処理が行われていても、完了した割合の増分が停止し、操作が中断されているように

見えます。このような状況が発生した場合は、ASDMシステムヒープメモリの増大を検討す
ることを推奨します。メモリが枯渇していることを確認するには、Javaコンソールで
「java.lang.OutOfMemoryError」メッセージをモニターします。

Windowsでの ASDMコンフィギュレーションメモリの増大

ASDMヒープメモリサイズを増大するには、次の手順を実行して run.batファイルを編集しま
す。

手順

ステップ 1 ASDMインストールディレクトリ（たとえば、C:\Program Files (x86)\Cisco Systems\ASDM）に
移動します。

ステップ 2 任意のテキストエディタを使用して run.batファイルを編集します。

ステップ 3 「start javaw.exe」で始まる行で、「-Xmx」のプレフィックスが付いた引数を変更し、目的の
ヒープサイズを指定します。たとえば、768MBの場合は -Xmx768Mに変更し、1GBの場合は
-Xmx1Gに変更します。

ステップ 4 run.batファイルを保存します。

Mac OSでの ASDMコンフィギュレーションメモリの増大

ASDMヒープメモリサイズを増大するには、次の手順を実行して Info.plist ファイルを編集し
ます。

手順

ステップ 1 [Cisco ASDM-IDM]アイコンを右クリックし、[Show Package Contents]を選択します。

ステップ 2 [Contents]フォルダで、Info.plistファイルをダブルクリックします。開発者ツールをインストー
ルしている場合は、プロパティリストエディタで開きます。そうでない場合は、TextEditで開
きます。

Cisco Secure Firewall ASDM 7.20(x)リリースノート
9

Cisco Secure Firewall ASDM 7.20(x)リリースノート

ASDMコンフィギュレーションメモリの増大

http://www.cisco.com/go/asdm-certificate


ステップ 3 [Java] > [VMOptions]で、「-Xmx」のプレフィックスが付いた文字列を変更し、必要なヒープ
サイズを指定します。たとえば、768MBの場合は -Xmx768Mに変更し、1GBの場合は -Xmx1G
に変更します。

ステップ 4 このファイルがロックされると、次のようなエラーが表示されます。

ステップ 5 [Unlock]をクリックし、ファイルを保存します。

[Unlock]ダイアログボックスが表示されない場合は、エディタを終了します。[CiscoASDM-IDM]
アイコンを右クリックし、[CopyCiscoASDM-IDM]を選択して、書き込み権限がある場所（デ
スクトップなど）に貼り付けます。その後、このコピーからヒープサイズを変更します。

ASAと ASDMの互換性
ASA/ASDMソフトウェアおよびハードウェアの要件およびモジュールの互換性を含む互換性
の詳細については、『Cisco Secure Firewall ASA Compatibility』[英語]を参照してください。

VPNの互換性
VPNの互換性については、『Supported VPN Platforms, Cisco ASA 5500 Series』[英語]を参照し
てください。

新機能

このセクションでは、各リリースの新機能を示します。
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syslogメッセージガイドに、新規、変更済み、および廃止された syslogメッセージを記載して
います。

（注）

ASDM 7.19(1.95)の新機能

リリース：2023年 7月 5日

このリリースに新機能はありません。

ASDM 7.19(1.90)の新機能

リリース日：2023年 2月 16日

このリリースに新機能はありません。

ASA 9.19(1)/ASDM 7.19(1)の新機能

リリース日：2022年 11月 29日

説明機能

プラットフォーム機能

Cisco Secure Firewall 3105の ASAを導入しました。Cisco Secure Firewall 3105

Microsoft Azureにゲートウェイロードバランサを使用して ASA Virtual自動スケー
ルソリューションを展開できます。詳細については、インターフェイス機能を参照

してください。

Azureゲートウェイロードバラン
サを使用したASAVirtual自動ス
ケールソリューション

ファイアウォール機能

最大 1024のネットワークサービスグループを定義できるようになりました。ネットワークサービスグループ

のサポート

ハイアベイラビリティとスケーラビリティの各機能

「Master」と「Slave」という用語を含むコマンド、コマンド出力、syslogメッセー
ジは、「Control」と「Control」に変更されました。

新規/変更されたコマンド：cluster control-node、enable as-data-node、prompt、show
cluster history、show cluster info

バイアス言語の除去
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説明機能

ASA Virtualは AWSで最大 16ノードの個別インターフェイスのクラスタリングを
サポートします。AWSゲートウェイロードバランサの有無にかかわらず、クラス
タリングを使用できます。

ASDMサポートはありません。

ASA Virtual Amazon Web Services
（AWS）クラスタリング

ルーティング機能

IPv6アドレスファミリの BGPグレースフルリスタートサポートを追加しました。

新規/変更されたコマンド：[設定（Configuration）] > [デバイスのセットアップ
（Device Setup）] > [ルーティング（Routing）] > [BGP（BGP）] > [IPv6ファミリ
（IPv6 Family）] > [ネイバー（Neighbor）]

IPv6の BGPグレースフルリス
タート

ASDMは、BGPネイバーシップのソースインターフェイスとしてループバックイ
ンターフェイスの設定をサポートするようになりました。ループバックインター

フェイスは、パス障害の克服に役立ちます。

新規/変更された画面：[設定（Configuration）]> [デバイスのセットアップ（Device
Setup）] > [ルーティング（Routing）] > [BGP（BGP）] > [IPv4ファミリ（IPv4
Family）]/[IPv6ファミリ（IPv6 Family）]> [ネイバー（Neighbor）]> [追加（Add）]>
[全般（General）]

ASDMでのBGPトラフィックの
ループバックインターフェイス

サポート

インターフェイス機能

ASAvは、プライベートおよびパブリッククラウドプラットフォームで IPv6ネッ
トワークプロトコルをサポートします。

ユーザーは次のことができるようになりました。

• day0設定で IPv6管理アドレスを有効にして構成します。

• DHCPおよび静的な方法を使用して IPv6アドレスを割り当てます。

ASA Virtualで IPv6をサポート

Azureゲートウェイロードバランサ（GWLB）で使用するために、Azureの ASA
VirtualのペアプロキシモードVXLANインターフェイスを構成できます。ASAVirtual
は、ペアプロキシの VXLANセグメントを利用して、単一の NICに外部インター
フェイスと内部インターフェイスを定義します。

新規/変更されたコマンド：external-port、external-segment-id、internal-port、
internal-segment-id、proxy paired

ASDMサポートはありません。

Azureゲートウェイロードバラン
サのASAVirtualのペアプロキシ
VXLAN
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説明機能

Secure Firewall 3100の固定ポートで FECを Autoに設定すると、25 GB SR、CSR、
および LRトランシーバのデフォルトのタイプが cl74-fcではなく cl108-rsに設定さ
れるようになりました。

新規/変更された画面：[設定（Configuration）]> [デバイスのセットアップ（Device
Setup）] > [インターフェイスの設定（Interface Settings）] > [インターフェイス
（Interfaces）] > [インターフェイスの編集（Edit Interface）] > [ハードウェアプロ
パティの構成（Configure Hardware Properties）] > [FECモード（FEC Mode）]

Secure Firewall 3100固定ポートの
デフォルトの前方誤り訂正

（FEC）が、25 GB+ SR、CSR、
およびLRトランシーバの cl74-fc
から cl108-rsに変更されました

ASDMは、ループバックインターフェイスをサポートするようになりました。

新規/変更された画面：[設定（Configuration）]> [デバイスのセットアップ（Device
Setup）] > [インターフェイスの設定（Interface Settings）] > [インターフェイス
（Interfaces）]> [ループバックインターフェイスの追加（Add Loopback Interface）]

ASDMでのループバックイン
ターフェイスのサポート

ライセンス機能

デフォルトの PLRソフトウェア利用資格を上書きし、KVMおよび VMwareに 2GB
RAMのASAvを展開するときにCisco Smart SoftwareManager（SSM）にASAv5 PLR
ライセンスを発行するように要求する新しいコマンドを利用できます。RAMの設
定に合わせてソフトウェア利用資格を ASAv5からデフォルトの PLRライセンスに
戻すための <no>形式を追加することにより、このコマンドを変更できます。

KVMおよびVMware上のASAv5
のASAVirtual永久ライセンス予
約のサポート

VPN機能

ループバックインターフェイスをVTIの送信元インターフェイスとして設定できる
ようになりました。静的に設定された IPアドレスの代わりに、ループバックイン
ターフェイスから IPアドレスを継承するサポートも追加されました。ループバック
インターフェイスは、パス障害の克服に役立ちます。インターフェイスがダウンし

た場合、ループバックインターフェイスに割り当てられた IPアドレスを使用して
すべてのインターフェイスにアクセスできます。

新規/変更された画面：[設定（Configuration）]> [デバイスのセットアップ（Device
Setup）] > [インターフェイスの設定（Interface Settings）] > [インターフェイス
（Interfaces）] > [VTIインターフェイスの追加（Add VTI Interface）] > [詳細
（Advanced）]

VTIループバックインターフェ
イスのサポート

ダイナミック VTIにより ASAが強化されました。ハブの複数のスタティック VTI
構成を単一のダイナミックVTIに置き換えることができます。ハブの構成を変更せ
ずに、新しいスポークをハブに追加できます。ダイナミック VTIはダイナミック
（DHCP）スポークをサポートします。

新規/変更された画面：[設定（Configuration）] > [デバイスのセットアップ（Device
Setup）] > [インターフェイスの設定（Interface Settings）] > [インターフェイス
（Interfaces）] > [追加（Add）] > [DVTIインターフェイス（DVTI Interface）] > [詳
細（Advanced）]

ダイナミック仮想トンネルイン

ターフェイス（ダイナミック

VTI）のサポート

Cisco Secure Firewall ASDM 7.20(x)リリースノート
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説明機能

EIGRPおよびOSPFv2/v3ルーティングが仮想トンネルインターフェイスでサポート
されるようになりました。これらのルーティングプロトコルを使用して、ルーティ

ング情報を共有し、ピア間の VTIベースの VPNトンネルを介してトラフィックフ
ローをルーティングできます。

EIGRPおよび OSPFの VTIサ
ポート

TLS 1.3を使用して、リモートアクセス VPN接続を暗号化できます。

TLS 1.3では、次の暗号方式のサポートが追加されています。

• TLS_AES_128_GCM_SHA256

• TLS_CHACHA20_POLY1305_SHA256

• TLS_AES_256_GCM_SHA384

この機能には、Cisco Secure Clientバージョン 5.0.01242以降が必要です。

新規/変更された画面：[設定（Configuration）] > [デバイス管理（Device
Management）] > [詳細（Advanced）] > [SSL設定（SSL Settings）]

リモートアクセス VPNの TLS
1.3

Cisco Secure Firewall ASAは、IKEv2サードパーティのリモートアクセス VPNクラ
イアントからのデュアルスタック IP要求をサポートするようになりました。サード
パーティのリモートアクセスVPNクライアントが IPv4アドレスと IPv6アドレスの
両方を要求した場合、ASAは、複数のトラフィックセレクタを使用して両方の IP
バージョンアドレスを割り当てることができます。この機能により、サードパー

ティのリモートアクセス VPNクライアントは、単一の IPsecトンネルを使用して
IPv4および IPv6データトラフィックを送信できます。

IKEv2サードパーティクライア
ントのデュアルスタックサポー

トが追加されました。

スタティックVTIインターフェイスのトラフィックセレクタを割り当てることがで
きるようになりました。

スタティック VTIインターフェ
イスのトラフィックセレクタ

ソフトウェアのアップグレード

このセクションには、アップグレードを完了するためのアップグレードパス情報とリンクが記

載されています。

ASAのアップグレードパス
現在のバージョンとモデルを表示するには、次のいずれかの方法を使用します。

• ASDM：[ホーム（Home）] > [デバイスダッシュボード（Device Dashboard）] > [デバイス
情報（Device Information）]の順に選択します。

• CLI：show versionコマンドを使用します。

Cisco Secure Firewall ASDM 7.20(x)リリースノート
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次の表に、ASAのアップグレードパスを示します。バージョンによっては、新しいバージョン
にアップグレードする前に、中間アップグレードが必要な場合があります。推奨バージョンは

太字で示されています。

開始バージョンと終了バージョンの間で、各リリースのアップグレードガイドラインを必ず確

認してください。場合によっては、アップグレードする前に構成を変更する必要があります。

そうしないと、停止が発生する可能性があります。

（注）

ASAのセキュリティの問題と、各問題に対する修正を含むリリースについては、ASA Security
Advisories [英語]を参照してください。

（注）

9.18(x)は Firepower 4110、4120、4140、4150、および Firepower 9300のセキュリティモジュー
ル SM-24、SM-36、SM-44の最終バージョンです。

ASA 9.16(x)は ASA 5506-X、5508-X、および 5516-Xの最終バージョンです。

ASA 9.14(x)は ASA 5525-X、5545-X、および 5555-Xの最終バージョンです。

ASA 9.12(x)は ASA 5512-X、5515-X、5585-X、および ASASM用の最終バージョン、

ASA 9.2(x)は ASA 5505用の最終バージョン、

ASA 9.1(x)は ASA 5510、5520、5540、5550、および 5580用の最終バージョンです。

（注）

ターゲットバージョン

暫定アップグレードバージョ

ン現在のバージョン

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

—9.18(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

—9.17(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

—9.16(x)
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ターゲットバージョン

暫定アップグレードバージョ

ン現在のバージョン

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

—9.15(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

—9.14(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

—9.13(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

—9.12(x)
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ターゲットバージョン

暫定アップグレードバージョ

ン現在のバージョン

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

—9.10(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

—9.9(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

—9.8(x)
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ターゲットバージョン

暫定アップグレードバージョ

ン現在のバージョン

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

—9.7(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

—9.6(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

—9.5(x)
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ターゲットバージョン

暫定アップグレードバージョ

ン現在のバージョン

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

—9.4(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

—9.3(x)

次のいずれかになります。

→ 9.19(x)

→ 9.18(x)

→ 9.17(x)

→ 9.16(x)

→ 9.15(x)

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

—9.2(x)
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ターゲットバージョン

暫定アップグレードバージョ

ン現在のバージョン

次のいずれかになります。

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

→ 9.1(7.4)

—9.1(2)、9.1(3)、9.1(4)、9.1(5)、
9.1(6)、または 9.1(7.4)

次のいずれかになります。

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

→ 9.1(7.4)

→ 9.1(2)9.1(1)

次のいずれかになります。

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

→ 9.6(x)

→ 9.1(7.4)

—9.0(2)、9.0(3)、または 9.0(4)

次のいずれかになります。

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

→ 9.1(7.4)

→ 9.0(4)9.0(1)

次のいずれかになります。

→ 9.14(x)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

→ 9.1(7.4)

→ 9.0(4)8.6(1)
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ターゲットバージョン

暫定アップグレードバージョ

ン現在のバージョン

次のいずれかになります。

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

→ 9.1(7.4)

→ 9.0(4)8.5(1)

次のいずれかになります。

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

→ 9.1(7.4)

→ 9.0(4)

—8.4(5+)

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

→ 9.1(7.4)

→ 9.0(4)8.4(1)～ 8.4(4)

次のいずれかになります。

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

→ 9.1(7.4)

→ 9.0(4)8.3(x)

次のいずれかになります。

→ 9.12(x)

→ 9.8(x)

→ 9.1(7.4)

→ 9.0(4)8.2(x)以前

アップグレードリンク

アップグレードを完了するには、『ASA upgrade guide』[英語]を参照してください。

未解決のバグおよび解決されたバグ

このリリースで未解決のバグおよび解決済みのバグには、Cisco Bug Search Toolを使用してア
クセスできます。このWebベースツールから、この製品やその他のシスコハードウェアおよ
びソフトウェア製品でのバグと脆弱性に関する情報を保守するシスコバグトラッキングシス

テムにアクセスできます。
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Cisco Bug Search Toolにログインしてこのツールを使用するには、Cisco.comアカウントが必要
です。アカウントがない場合は、アカウントを登録できます。シスコサポート契約がない場合

は、IDでのみバグを探すことができます。検索は実行できません。

（注）

Cisco Bug Search Toolの詳細については、Bug Search Tool Help & FAQ [英語]を参照してくださ
い。

未解決のバグ

このセクションでは、各バージョンの未解決のバグを一覧表で示します。

バージョン 7.20(1)で未解決のバグ

このリリースに未解決のバグはありません。

解決済みのバグ

このセクションでは、リリースごとに解決済みのバグを一覧表で示します。

バージョン 7.20(1)で解決済みのバグ

次の表に、このリリースノートの発行時点で解決済みのバグを示します。

見出しID

/api/monitoring/authusersの GET結果に AnyConnect認証ユーザーが表示さ
れない

CSCwc48458

ASDM - SSL証明書検証の脆弱性CSCwd23375

ASDMからホストスキャンファイルを更新できない。ホストスキャンイ
メージをインストールすると、DAPを編集できない

CSCwe00348

ACLオブジェクトがすでに使用されている場合は編集できず、例外が発生
する。

CSCwe34665

ポスト量子キー検証を適切に処理する必要があります。CSCwf11170

エンドユーザーライセンス契約書

エンドユーザーライセンス契約書の詳細については、http://www.cisco.com/jp/go/warranty [英語]
にアクセスしてください。
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https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwe34665
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwf11170
http://www.cisco.com/go/warranty


関連資料

ASAの詳細については、『Navigating the Cisco Secure Firewall ASA Series Documentation』[英語]
を参照してください。
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